
２ ０ ２ １ 年 を 迎 え て

新年あけましておめでとうございま

す。今年もNPO非正規労働相談センター

として頑張って活動していくつもりです。

コロナウイルス感染拡大が進む社会下

では、経済活動が打撃を受け、明らかに

貧富の格差が拡大し、とりわけ非正規雇

用労働者 、外国人労働者に解雇や雇止

め、賃金切り下げ、休業要請、シフト変更

などといった困窮状況を引き起こしてい

ます。正社員にも希望退職、退職勧奨が

増大しています 。弱者が困窮する一方

で 、株価は上昇し 、バブル期以降 、最高

値を更新しています。資産のある者はま

すます富み、労働者階級の相対的、絶対

的貧困化がすすんでいます。

２ ０ ２ ０ 年 を 振 り 返 っ て

２ ０ ２ ０年は 、コロナウイルスの感染拡

大に明け暮れた年でした 。コロナウイル

スの感染拡大は、日本社会の抱えている

さまざまな矛盾点を明らかにしました 。

技術大国、科学立国と言われた日本で、

マスクの在庫が消え、消毒用アルコール

の奪い合いが起こるなど、誰が予測した

でしょうか？医療体制の不備、保健所の

人員不足、対応能力の無さなども暴露さ

れました。これらは、新自由主義の下で、

「生産性向上、効率化」が謳われ、推し進

められてきた合理化 ・人員削減のもたら

した結果です。また 、感染患者情報を手

書きの FAXで送信する役所のアナログ

さ 、 「特別給付金 」支給に関わる混乱を

見ても分かるように、先進的と言われた

コンピュータシステム、 Ｉ Ｔ産業は虚構で

した。

際だったのは、日本政府、安倍・菅政権

の無能性、危機管理能力の欠如でした。

危機管理能力の無さは、まさに目を覆う

ばかりでした 。世間の笑いものとなった
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「 アベノマスク 」 、 小 ・ 中 ・ 高校の一斉休

校、ＰＣＲ検査の不徹底、緊急事態宣言下

の右往左往等、挙げればキリがありませ
ん。こんな政府に国民の命を預けること

はできないと痛感させられたものです。

決定的問題は、コロナ対策における戦略

性の欠如である

国民の命と生活を絶対に守るという戦

略的視座の確立が必要です。都市封鎖な

どはできないまでも、緊急事態宣言下で
の移動の制限、飲食業、観光業への休業

要請、医療体制の充実、発熱外来の設置、

徹底したＰＣＲ検査、無症状患者を含めて
の隔離、それに見合った全面的な経済的

補償等が必要です。人の移動によってウ

イルスが拡散することは明確になってい
るのだから 、 それを防げばいいだけで

す。

経済補償、財源の確保はそう難しいこ
とではありません。臨時に国債を発行し

てコロナ対策費を確保し、数年かけて法

人税の税率を上げ 、富裕税などを創設
し、累進課税の強化を計るなどして取り

返せばいいことです。大独占企業には内

部留保だけでも４ ６ ０兆円を超える資産
があります 。だが 、こうした政策の実現

は、現在の自民党 ・菅政権ではできませ

ん。なぜならば、彼らは大独占企業、金融
資本の代弁者であり、それらの利害に反

する政策を打ち出すことはできないから

です 。今の自民 ・公明による政権を覆さ

なければ、コロナ対策もできないことを

肝に銘じる必要があります。コロナ対策

の徹底と自民党・菅政権打倒とは分かち
がたく結びついています。

コロナ感染症の拡大の中にある今こそ、
新たな思想、文化をつかみ取ろう！

いまの社会には命を懸けて活動を続
ける医療従事者を始め、社会的インフラ

を支える数多くの労働者がいます。そう

した労働者に対するリスペクト、感謝の想
いを形にし、支えていかねばなりません。

医療従事者の子どもたちが排斥され、差

別されるようなことがあってはならない
でしょう 。それは真逆の思想であること

に、同じ労働者ならば気づくべきです。ど

んなに気をつけてもウイルスに感染する
ことはあり得るのであり 、その時に医療

従事者が「自分の命が大事」と言って 、

患者を救う使命を忘れ、自己犠牲を放棄
したらどうなるでしょうか。

コロナウイルスとの闘いには、排外主

義、差別主義、ヘイトといった思想との闘
争が内包されています。自分さえ良けれ

ばいいといったエゴイズム、その裏返し

としての自己責任論、これらはすべて打
破すべき対象です。コロナウイルスの感

染拡大がもたらした社会的危機を乗り越

えられるのは、労働者の階級意識に支え
られた階級的団結、連帯しかありません。

(理事長 土屋信三）

ベトナム人技能実習生Aさん、男性、建

築とび職。2020年1月来日したが、日本語

ができないという理由で、実習当初より

社長による暴言、暴行にあい苦しんだ 。

書けない日本語があると、仕事が終わっ

てから、 6時間かけてA4用紙で 10枚も書

かされた。10枚書けなかったら、次の日仕

事をさせてもらえず、手取り給料3～4万

最 近 の 相 談 事 例 か ら ～ ベトナム人技能実習生の実態

第一機工 ベトナム人技能実習生

解雇され収入の無いＡさんを囲んで
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円という月があった 。 「てめえなんかい

らん 。失踪せえ」などの暴言を怒鳴り上

げられ 、時には頭をたたかれ 、胸ぐらを
つかまれ、首を締め上げられた。

昨年１ ２月２ １日 、団体交渉を行った。代

理人弁護士を立て社長は団交に出てき
た 。指導の一貫であり 、暴行とは違うと

いう主張だったが、 Aさんが録音してい

た暴言の音声を聞かせると、弁護士の顔
色が一変した。次回団交で、未払い賃金

の回答を受ける予定になっている。請求

額は約９ ７万円になる。Ａさんは、現在自

己都合退職扱いで、失業給付も受けられ

ず、当然仕事もなく、全くの無収入の状

態に置かれている。監理団体は生活保障
すべきところを住宅を与えるだけで済ま

そうとしている。ひとりの人間が、住むと

ころだけで生きていくことはできない。
こんな非道な人権を無視したことが横

行していることを許すわけにはいかな

い。スクラムユニオンとして、カンパを募
りながら 、支援していかねばならない 。

食べることもできない状況を見殺しには

できない。

重井社長は、ベトナム人実習生Ｔさん
に対して、会長である自分の父親をそそ

のかして、暴行を加えさせた。Ｔさんは当

然にもこんな会社で働くことはできない
と退社した。すると自己都合での退社だ

と居直り 、離職票も「自己都合」として、

失業給付の受給も３か月待機とさせた。
スクラムユニオンからの団交要求に対

しては、図々しくもコロナウイルスの感染

を理由に文書でやり取りすることを要求
し 、実質的な団交拒否を行ってきた 。で

は、文書で回答してくるのかと思えば、

その後はなしのつぶてである。再度の団
交要求も無視してきた。団交拒否を許す

ことはない。団交拒否の代償がどれほど

大きいものか、骨身に染みて思い知らせ
るつもりである。

N P O非正規労働相談センターひろしま第３回理事会開催

ＮＰＯ非正規労働相談センターひろしま(以下ＮＰＯという)は、「非正規雇用労働者
の権利を守り、社会的地位の向上を目指す」ことを理念に２０１５年に設立され、結成
５年を迎えました。ＮＰＯは昨年１１月８日に、２０２０年度の第３回理事会を開催し
ました。理事会では、冒頭土屋理事長から以下の経過報告がありました。①５月２４日
に新型コロナウィルス感染拡大の折、理事等の少人数のみの参加で、当法人事務所にお
いてＮＰＯ第５回通常総会を開催した、②今年度は、非正規労働に関するＱ＆Ａを掲載
したリーフレットの市民への配布などの宣伝活動は、コロナ禍のもとで控えざるを得な
かった、③主な事業として３回にわたる新型コロナウィルス対策･労働相談ホットライ
ンをスクラムユニオン･ひろしまとともに開催し、延べ３８件のコロナ関係の相談があ
った、④ＮＰＯ通信を２号発行した。

続いて、村中理事から、①２０２０年度上半期の財政状況と②理事会開催時点での正
会員、サポーター会員の会費納入状況が報告されました。

その後、土屋理事長から、今後の活動方針として、コミュニティ・ユニオン全国ネッ
トワーク(ＣＵＮＮ)の呼びかけに応えて、「あらゆる非正規差別を許さない!」労働相談
ホットラインをスクラムユニオン・ひろしまと共催で、２０２０年１２月１２日と１３
日の両日開催することを確認しました。

最後に、２０２１年のＮＰＯ第６回総会は、５月２３日ないし３０日に開催すること
を確認して理事会は終了しました。

今後、コロナによる企業の業績悪化を理由として、非正規雇用労働者を対象とした解
雇・雇い止めのさらなる拡大が予想されます。そうしたなかでＮＰＯは、非正規雇用労
働者の相談を受け、彼らの労働条件を改善していけることのできる機関として、今後ま
すます非正規労働者のよりどころの場になれるよう活動を強化していきます。

重井興業 逃げ回る重井社長
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「ＮＰＯ法人非正規労働相談センターひろしま」の理事長、土屋信三は協力関係にある「ス
クラムユニオンひろしま」の委員長でもあります。そのスクラムユニオンから支援金募集の
協力要請がありました。


